
つくられた常識を覆すために

地方の路線バスや鉄道では、利用

者の減少に伴い不採算となった路線

がつぎつぎと廃止されています。京

都市醍醐地区も、こうした地域の 1つ

でしたが、住民が自らの力でバスを

走らせることに成功し、利用者も毎年

増加しています。

『自分たちの生活を支えるバスを

走らせたい』という醍醐地区の住民の

熱意と努力を支えた技術者がいま

す。京都大学大学院工学研究科助教

授の中川大氏です。中川氏は「“公共

交通の利用者は減り続ける”という常

識を覆したい」と、各地の公共交通を

支援しています。

公共交通は『正便益・不採算』

中川氏の公共交通に対する考え方

は、事業採算性をベースとした従来の

ものとはまったく違います。

運賃収入で運行費用を賄えないの

が“不採算”

です。一方、

事業収入に

はならない

けれども、公

共交通は地

域・住民に

とっての利

用価値、存在価値があります。それが

“正便益”です。だからこそ、収入と支

出が均衡していなくても、地域に不可

欠で社会的な便益が大きければ、な

んとしてでもやらなければなりません。

それこそ『公共』の役割といえます。こ

うした考え方を中川氏は『正便益・不

採算』という言葉で表現します。

醍醐コミュニティバスでは、運賃収入

と運行費用の差分を、地域の企業や

団体・個人からの協力金で補い運営

しています。目的はバス事業の採算を

確保することではなく、あくまでも『醍

醐にバスを走らせること』です。それ

が地域の便益を非常に高めるのです。

『正便益・不採算』の考え方は『お

金の計算に長けている人ほど早く理

解』してもらえるようです。お金にシビ

アだからこそ、正便益がきちんと見え

てくるわけです。正便益の議論をする

前に事業採算（収益と費用）の話だけ

をしては、行政や民間の協力は得にく

くなります。

熱い想いのぶつかり合い

さて、醍醐コミュニティバスは、地

下鉄が延伸し、市営バスの撤退が決

定したことに始まります。

地域のバスの必要性を熱く真剣に

訴える「醍醐にバスを走らせる市民の

会」（当時）のメンバーに相談された中

川氏は「公共交通を基本から改革し

ていくために本気で手伝わなければ」

と感じました。

すでに市民の会では、市やバス事

業者へ陳情し、社会実験の計画をた
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公共交通は 
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使い支える！ 

サービスレベルの 
確保なくして 
利用者なし！ 

正便益不採算性の 
考えを実行！ 

図-1 中川氏取組み事例フロー

地域に貢献する土木の知恵の再認識
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写真-1
狭いまちなかを走行する醍
醐コミュニティバス

公共交通は『正便益・不採算』
京都大学大学院工学研究科 中川　大 助教授



てていました。しかし結局は、採算性

の問題から運行には至っていません

でした。

これに対し、中川氏は「『正便益・

不採算』の考えを理解してもらえれば

必ず実現できる」と説いて回り、住民

とバスの実現に向けた議論を重ねま

した。

当初、行政は醍醐地区の活動に懐

疑的でした。というのも、本気でバス

を走らせようという住民はこれまでい

なかったからです。しかし、住民が繰

り返し相談にいくうちに、行政に熱意

と真剣さが伝わり、市も警察も運輸局

も前向きに取り組んでくれるようにな

りました。

まず『おいしい料理』を

おいしくない料理を出しておいて

『お客が来ないからやめました。』これ

までの公共交通は例えばこんなレス

トランのようなものだったのではない

でしょうか？ お客さんに来てほしい

なら、まず、おいしい料理を提供する

のが先です。お客が増えればサービ

スが改善できますという発想では何

も変わりません。「まず、人びとが利

用したくなるような、魅力的な交通を

つくることが先である」と、中川氏は主

張します。

行動し続ける技術者

現在も醍醐コミュニティバスを支え

ている中川氏は、各地の公共交通の

活性化に取り組んでいます。その 1

つが JR 富山港線を短期間で LRT に

転身させた富山ライトレールの取組み

です。また、京都府綾部市では、バス

事業者の破綻を受け、独自の市民バ

スとして、路線の維持、増便、値下げ、

財政支出抑制の達成を支援しました。

さらに富山県射水市では、利用率日

本一を目指すコミュニティバスが、着

実に地域の“足”となっています。

『公共』のあり方を考え直すために

これらに共通することは、市民や自

治体が事業の赤字の穴埋めをしてい

ると考えるのではなく、住民や地域全

体の利便性の向上、つまり『社会の便

益増のためにそれに見合う負担をし

ている』と考えていることです。した

がって、黒字の公共交通でも『市民や

自治体の負担によってより高い便益

を生み出す』という考え方が成り立ち

ます。

醍醐も、富山も、綾部も、常識にと

らわれず、住民の目線で取組みが進

められました。

規制緩和前は

地域に必要な

公共交通を地

域で実現する

ことは不可能

でしたが、新しい時代には新しいやり

方があります。住民の熱意と技術者

の知恵、そして互いの想いが結びつ

いたとき、より良い公共交通が生まれ

ました。ビジョンと熱意をもつことが、

公共交通の実現に必要不可欠です。

これからの技術者に必要な素養

は、制度や法律、技術に詳しいスキ

ルだけではなく、『社会のニーズを的

確に把握』し、住民に『自分たちのこ

とを考えてくれている』と思われるこ

とも大切です。これは公共交通を含

めた公共サービス全般にいえること

であり、土木技術者は公共施設の整

備だけでなく、その利用までを含めて

プロデュースする役割が求められて

いるのではないでしょうか。

行 動 す る 技 術 者 た ち
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中川先生は私たちの熱意を、理論で裏づけてくれました。また、言葉だけ
でなく、関係機関との会議、地域への説明、協賛者への説明の際にも、昼

夜を問わず参加していただきました。
専門家としてのアドバイスは常に的確で、醍醐コミュニティバス実現に欠かせない存

在でした。私たちが社会実験を申し出たときに「本気でやるなら実験はいらない」と叱咤
されました。いつも私たちと侃

かん

々
か ん

諤
が く

々
が く

の議論をしていただき、お互いの信頼関係を築く
ことができました。中川先生には本当に感謝しており、これからも「本気のつきあい」を
継続させていただきたいと考えております。

醍醐コミュニティバス市民の会 代表

村井信夫氏に聞きました！
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〉〉あなたのまわりに行動する技
術者はいませんか？

新しい発想で、国土・地域づくりや地域に貢
献する活動に取り組んでいる技術者をご紹
介ください。自薦・他薦は問いません。

3 申込先：行動する技術者たち取材班
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